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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 9月 8日 (2005.9.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 純 度 が ９ ９ 重 量 ％ 以 上 で 平 均 粒 径 ２ μ ｍ 以 下 の Ｙ ２ Ｏ ３ 原 料 を 用 い た 成 形 物 を 水 素 雰 囲
気 中 で ～ １ ８ ５ ０ ℃ で 焼 成 し 、 Ｙ ２ Ｏ ３ 焼 結 体 中 に 平 均 結 晶 粒 径 が １ ０ ～ ８ ０ ０
μ ｍ の Ｙ ２ Ｏ ３ 結 晶 を 形 成 さ せ た こ と を 特 徴 と す る Ｙ ２ Ｏ ３ 焼 結 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 Ｙ ２ Ｏ ３ 焼 結 体 の 平 均 結 晶 粒 径 が ５ ０ ～ ５ ０ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の Ｙ ２ Ｏ ３ 焼 結 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 Ｙ ２ Ｏ ３ 焼 結 体 が 透 光 性 を 有 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の Ｙ ２

Ｏ ３ 焼 結 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 純 度 が ９ ９ 重 量 ％ 以 上 で 平 均 粒 径 が ２ μ ｍ 以 下 の Ｙ ２ Ｏ ３ 原 料 を 成 形 す る 工 程 と 、
　 得 ら れ た 成 形 体 を 、 水 素 雰 囲 気 中 で ～ １ ８ ５ ０ ℃ で 焼 成 し 、 平 均 結 晶 粒 径 が １
０ ～ ８ ０ ０ μ ｍ の Ｙ ２ Ｏ ３ 結 晶 を 形 成 さ せ る 工 程 を 少 な く と も 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｙ

２ Ｏ ３ 焼 結 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 Ｙ ２ Ｏ ３ 原 料 を 成 形 す る 工 程 が 、 鋳 込 み 成 形 に よ る 成 形 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ 記 載 の Ｙ ２ Ｏ ３ 焼 結 体 の 製 造 方 法 。
 
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ の 本 発 明 は 、 純 度 が ９ ９ 重 量 ％ 以 上 で 平 均 粒 径 ２ μ ｍ 以 下 の Ｙ ２ Ｏ ３ 原 料 を 用 い た
成 形 物 を 水 素 雰 囲 気 中 で ～ １ ８ ５ ０ ℃ で 焼 成 し 、 平 均 結 晶 粒 径 が １ ０ ～ ８ ０ ０ μ
ｍ の Ｙ ２ Ｏ ３ 結 晶 を 形 成 さ せ た こ と を 特 徴 と す る Ｙ ２ Ｏ ３ 焼 結 体 で あ る 。
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【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 本 発 明 は 、 純 度 が ９ ９ 重 量 ％ 以 上 で 平 均 粒 径 が ２ μ ｍ 以 下 の Ｙ ２ Ｏ ３ 原 料 を 成 形
す る 工 程 と 、
　 得 ら れ た 成 形 体 を 、 水 素 雰 囲 気 中 で ～ １ ８ ５ ０ ℃ で 焼 成 し 、 平 均 結 晶 粒 径 が １
０ ～ ８ ０ ０ μ ｍ の Ｙ ２ Ｏ ３ 結 晶 を 形 成 さ せ る 工 程 を 少 な く と も 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｙ

２ Ｏ ３ 焼 結 体 の 製 造 方 法 で あ る 。
　 こ の よ う な 本 発 明 の 製 造 方 法 に よ っ て 透 光 性 を 有 し 、 緻 密 な Ｙ ２ Ｏ ３ 結 晶 を 有 す る 焼 結
体 を 実 現 す る こ と が で き た 。
 
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
［ 焼 結 体 ］
　 本 発 明 の 焼 結 体 は 、 純 度 が ９ ９ 重 量 ％ 以 上 で 平 均 粒 径 ２ μ ｍ 以 下 の Ｙ ２ Ｏ ３ 原 料 を 用 い
た 成 形 物 を 水 素 雰 囲 気 中 で ～ １ ８ ５ ０ ℃ で 焼 成 し 、 Ｙ ２ Ｏ ３ 焼 結 体 中 に 平 均 結 晶
粒 径 が １ ０ ～ ８ ０ ０ μ ｍ の Ｙ ２ Ｏ ３ 結 晶 を 形 成 さ せ た も の で あ る 。 こ の 焼 結 体 は 、 高 純 度
で 、 緻 密 で あ り 、 か つ 曲 げ 強 度 も 高 い の で 、 半 導 体 処 理 装 置 、 特 に プ ラ ズ マ 処 理 を 行 う た
め の 装 置 の 部 材 と し て 優 れ て い る 。
 
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 工 程 の 焼 成 温 度 は 、 前 述 し た と お り 、 ～ １ ８ ５ ０ ℃ の 範 囲 が 好 ま し い 。 焼 成
温 度 が 、 １ ７ ０ ０ ℃ 以 下 で は 曲 げ 強 度 が ５ ０ Ｍ Ｐ ａ 未 満 と 不 十 分 で あ る 。 一 方 、 焼 成 温 度
を １ ８ ５ ０ ℃ を 超 え る 値 と す る た め に は 、 焼 成 炉 の 部 材 を よ り 耐 熱 性 の 優 れ た も の を 採 用
す る 必 要 が あ る が 、 得 ら れ る Ｙ ２ Ｏ ３ 焼 結 体 は 、 そ れ に 見 合 っ た 特 性 改 善 を 期 待 す る こ と
が で き ず 、 経 済 的 で な い 。
 
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 焼 成 温 度 は 、 ～ １ ８ ５ ０ ℃ の 範 囲 で 任 意 に 選 択 で き る が 、 焼 成 温 度 が 、

～ １ ７ ８ ０ ℃ ま で は 、 得 ら れ る Ｙ ２ Ｏ ３ 焼 結 体 の 平 均 結 晶 粒 径 ３ ０ μ ｍ 未 満 で 透 光
性 が 乏 し い 。 焼 成 温 度 が 、 １ ７ ８ ０ ℃ を 超 え る と 平 均 結 晶 粒 径 が ３ ０ μ ｍ 以 上 と な り 透 光
性 が 発 現 さ れ 、 焼 成 温 度 が 高 い ほ ど 平 均 結 晶 粒 径 が 大 き く な り 透 光 性 も 高 く な る 。 し か し
な が ら 、 焼 結 体 の 機 械 的 強 度 は 焼 成 温 度 が 高 い ほ ど 低 下 し 、 半 導 体 用 部 材 と し て 必 要 な 曲
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げ 強 度 ５ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 を 達 成 す る た め に は 、 平 均 結 晶 粒 径 が ４ ０ ０ μ ｍ で 、 焼 成 温 度 は １
８ ５ ０ ℃ 以 下 の 条 件 と な る 。 従 っ て 、 Ｙ ２ Ｏ ３ の 焼 成 温 度 は 、 ～ １ ８ ５ ０ ℃ が 好
ま し い 。
 
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ）
　 平 均 粒 径 １ μ ｍ 、 純 度 ９ ９ ． ９ ％ の Ｙ ２ Ｏ ３ 原 料 粉 末 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 バ イ ン ダ
ー と し て Ｐ Ｖ Ａ を ２ 重 量 部 添 加 し 、 適 量 の 水 を 添 加 し て 湿 式 で 混 合 し ス ラ リ ー を 形 成 し た
。 つ い で 、 こ の ス ラ リ ー を 、 石 膏 型 に 流 し 込 み 、 型 中 で 乾 燥 し て 、 ２ ０ ０ × ２ ０ ０ × １ ０
ｍ ｍ の 板 状 体 を 成 形 し た 。 こ の 成 形 体 を 、 ９ ０ ０ ℃ に 加 熱 し て 脱 脂 し た 後 、 １ ｍ ３ ／ ｈ ｒ
の 流 量 の Ｈ ２ 雰 囲 気 で 、 １ ７ ０ ０ ℃ 、 １ ７ ２ ０ ℃ 、 １ ７ ５ ０ ℃ 、 １ ７ ８ ０ ℃ 、 １ ８ ０ ０ ℃
、 及 び １ ８ ５ ０ ℃ で ６ 時 間 焼 成 し 、 焼 結 体 を 作 成 し た 。 得 ら れ た ６ 種 の 成 形 体 の 平 均 結 晶
粒 径 、 曲 げ 強 度 、 透 光 性 、 及 び 密 度 を 評 価 し た 。 な お 、 透 光 性 の 有 無 は 、 厚 さ １ ０ ｍ ｍ の
試 料 に つ い て 、 可 視 光 の 透 過 率 が １ ０ ％ を 超 え る も の を 透 過 性 あ り と し た 。
　 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
 
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 実 施 例 、 ）
　 成 型 法 の 差 異 に よ っ て 生 ず る 焼 結 体 の 特 性 を 比 較 す る た め に 、 樹 脂 型 を 用 い た 加 圧 鋳 込
み 成 形 （ 実 施 例 ） 、 及 び Ｃ Ｉ Ｐ 成 形 （ ） に よ っ て 、 作 成 し た 成 形 体 を 水 素 雰 囲
気 中 で 焼 成 し た 例 を 示 す 。 ま ず 、 樹 脂 型 を 用 い た 加 圧 鋳 込 み 成 形 で あ る 実 施 例 の 方 法 は
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、 前 記 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 ス ラ リ ー を 作 成 し た 後 、 こ れ を 合 成 樹 脂 で 形 成 し た 型 中 に
充 填 し 、 圧 力 １ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２ で 加 圧 し て 、 ２ ０ ０ × ２ ０ ０ × １ ０ ｍ ｍ の 板 状 体 を 成 形 し
た 。 こ れ を 乾 燥 後 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て 脱 脂 し 、 １ ７ ８ ０ ℃ で 焼 成 し た 。 ま た 、 Ｃ Ｉ Ｐ
成 形 に よ る の 方 法 は 、 ス プ レ ー ド ラ イ ヤ ー で 造 粒 し た 造 粒 粉 を 用 い 、 冷 間 静 水 圧
プ レ ス （ Ｃ Ｉ Ｐ ） で 、 １ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 で 、 ２ ０ ０ × ２ ０ ０ × １ ０ ｍ ｍ の 板 状 体 を 成 形
し た 。 こ れ を 実 施 例 １ と 同 様 に し て 脱 脂 し 、 水 素 雰 囲 気 下 で １ ７ ８ ０ ℃ で ６ 時 間 焼 成 し た
。
　 こ れ ら の 試 料 の 密 度 を 測 定 し た と こ ろ 、 鋳 込 み 成 形 に よ っ て 作 成 し た 実 施 例 の 試 料 は
、 密 度 が ４ ． ９ ９ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 以 上 で あ り 透 光 性 が あ っ た の に 対 し て 、 Ｃ Ｉ Ｐ 成 形 に よ っ て
作 成 し た の 試 料 は 、 密 度 が 、 ４ ． ９ ８ ｇ ／ ｃ ｍ ３ で あ り 透 光 性 が な か っ た 。
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